
191 

 

 

都
市
の
再
開
発
と
観
光
振
興 

 
 
―

フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
を
例
に
（
一
） 

 

武
田 

竜
弥 

 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

世
界
一
の
ワ
イ
ン
産
地
、
仏
ボ
ル
ド
ー
が
、
い
ま
観
光
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
に

は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ベ
ス
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
一
位
を
獲
得
、
翌
一

六
年
に
は
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
「
行
く
べ
き
場
所
」
で
第
二
位
、
一
七
年
に
は
世
界
最
大
の

旅
行
ガ
イ
ド
出
版
社
ロ
ン
リ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
「
訪
れ
る
べ
き
都
市
」
と
『
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
タ
イ
ム

ズ
』
の
「
一
七
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
で
と
も
に
第
一
位
に
輝
く
な
ど
、
国
外
か
ら
も
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。
年
間
の
訪
問
者
数
も
六
〇
〇
万
人
に
迫
り
、
ま
さ
に
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
あ
る
。
一
体

い
ま
、
ボ
ル
ド
ー
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 
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ボ
ル
ド
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
の
河
口
近
く
に
位
置
す
る
面
積
四
五
平
方
㌔
㍍
、
人
口

二
五
万
人
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
日
本
の
市
町
村
に
当
た
る
）
で
あ
る
1

。
た
だ
し
実
際
の
生
活
圏
や
経
済

圏
が
市
域
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
隣
接
す
る
二
八
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
連
合
し
、「
ボ
ル
ド
ー
・
メ
ト

ロ
ポ
ー
ル
」
（B

o
rd

eau
x

 M
étro

p
o

le

）
と
い
う
広
域
行
政
体
を
つ
く
っ
て
い
る
2

。
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
の
面
積

は
五
七
八
平
方
㌔
㍍
、
人
口
は
七
六
万
人
ほ
ど
で
、
名
古
屋
市
と
比
較
す
る
と
、
面
積
が
一
・
八
倍
、
人
口

が
三
分
の
一
程
度
に
相
当
す
る
。
面
積
の
割
に
人
口
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
都
市
圏
（
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
と
は
異
な
る
）
と
し
て
は
、
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ト
ゥ
ー
ル

ー
ズ
に
次
ぐ
国
内
第
五
位
の
規
模
と
な
る
。 

ほ
ん
の
一
五
年
ほ
ど
前
ま
で
、
こ
の
ボ
ル
ド
ー
を
「
観
光
地
」
と
し
て
意
識
し
て
い
た
人
は
少
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
紀
元
前
か
ら
続
く
ボ
ル
ド
ー
の
歴
史
遺
産
は
当
時
も
そ
こ
に
あ
っ
た
し
、
ワ
イ
ン
の

名
声
も
世
界
に
鳴
り
響
い
て
い
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
頃
の
ボ
ル
ド
ー
は
、
河
岸
に
は
廃
倉
庫
や
コ
ン
テ

ナ
が
放
置
さ
れ
、
か
つ
て
そ
の
美
し
さ
を
讃
え
ら
れ
た
旧
市
街
は
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
と
埃
に
ま
み
れ
る
ま

ま
、
ワ
イ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
至
っ
て
は
そ
の
言
葉
の
意
味
さ
え
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
あ
る
。 

こ
の
状
況
に
風
穴
を
開
け
た
の
が
、
一
九
九
五
年
に
ボ
ル
ド
ー
市
長
に
就
任
し
た
ア
ラ
ン
・
マ
リ
ー
・
ジ
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ュ
ペ
だ
っ
た
（
在
職
期
間
：
一
九
九
五
～
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
六
年
～
現
在
）
。
中
央
政
界
で
も
活
躍
す
る

ジ
ュ
ペ
は
、
地
方
分
権
化
の
流
れ
に
乗
り
、
Ｅ
Ｕ
の
補
助
金
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
ボ
ル
ド
ー
の
再
生
に

取
り
組
ん
だ
3

。
そ
の
結
果
、
ボ
ル
ド
ー
の
町
並
み
は
一
変
し
、
二
〇
〇
七
年
に
は
旧
市
街
を
中
心
と
す
る

区
域
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
（
登
録
名
「
ボ
ル
ド
ー
、
月
の
港
」
）
。

そ
の
登
録
面
積
は
市
の
四
〇
％
に
も
お
よ
ぶ
一
八
・
一
平
方
㌔
㍍
、
市
街
地
の
世
界
遺
産
と
し
て
は
世
界
最

大
の
広
さ
で
あ
る
（
図
１
）
。 

ジ
ュ
ペ
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
そ
の
手
法

で
あ
る
。
実
は
ジ
ュ
ペ
の
改
革
は
、
必
ず
し
も
ボ
ル

ド
ー
の
「
観
光
地
」
化
を
第
一
の
目
標
と
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
市
長
に
就
任
す
る
や
、
市
の

八
つ
の
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
副
市
長
を
議
長
と
す
る
評

議
会
を
設
置
し
、
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
市

の
再
開
発
プ
ラ
ン
を
実
現
に
導
い
て
い
っ
た
。
そ
こ

で
目
指
さ
れ
た
の
は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
起
点

 
 

   図１ ボルドーとユネスコ世界遺産の 
登録区域（灰色は緩衝地帯） 

出所：Ville de Bordeaux 



194 

 

と
し
た
市
の
活
性
化
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
を
ボ
ル
ド
ー
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
二
〇
一
五
年
に
Ｃ
Ｓ
Ａ
研
究
所
が
実
施
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
人
が
住
み
た

い
理
想
の
町
」
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
ボ
ル
ド
ー
が
第
一
位
に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
4

。 
昨
今
わ
が
国
で
も
、
停
滞
す
る
地
方
都
市
の
再
生
の
起
爆
剤
と
し
て
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
し
ば
し
ば
、
集
客
の
た
め
の
大
規
模
施
設
の
誘
致
や
さ
し
て
個
性
的
と
も
思
わ
れ
な
い
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
濫
造
な
ど
、
そ
の
都
市
に
住
む
人
々
の
生
活
と
は
無
縁
の
施
策
が
目
玉
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る
事
例

が
見
受
け
ら
れ
る
。
ボ
ル
ド
ー
の
成
功
の
鍵
は
そ
の
逆
だ
っ
た
。
最
初
か
ら
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る

の
で
は
な
く
、
住
民
を
主
体
と
し
た
生
活
環
境
改
善
の
施
策
の
積
み
重
ね
が
、
ボ
ル
ド
ー
を
世
界
有
数
の
観

光
地
へ
と
押
し
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
た
し
か
に
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

だ
が
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ル
ド
ー
の
成
功
に
も
死
角
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。「
住
み
よ
い
町
づ

く
り
」
と
「
訪
れ
た
い
町
づ
く
り
」
が
均
衡
を
保
っ
て
い
る
う
ち
は
よ
い
。
し
か
し
、
ま
す
ま
す
大
規
模
化

し
て
い
く
開
発
の
波
と
増
大
し
続
け
る
観
光
客
が
両
者
の
均
衡
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
と
き
ボ
ル
ド
ー
は
、
も
は
や
取
り
立
て
て
「
住
み
よ
い
町
」
と
も
「
訪
れ
た
い
町
」
と
も
い
わ

れ
な
い
、
単
な
る
大
都
市
と
な
っ
て
は
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

歴
史
あ
る
都
市
の
再
開
発
と
観
光
振
興
の
間
に
は
、
住
民
を
媒
体
と
す
る
複
雑
な
力
学
が
存
在
す
る
。
華
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麗
な
る
再
生
を
遂
げ
た
ボ
ル
ド
ー
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
力
学
の
諸
相
を
現
場
の
目
線
か
ら
追
っ
て
み
た

い
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
ボ
ル
ド
ー
改
革
の
象
徴
と
な
っ
た
歴
史
地
区
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
に

焦
点
を
当
て
る
。
停
滞
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
改
革
を
推
し
進
め
た
「
上
り

坂
」
の
時
代
の
ボ
ル
ド
ー
で
あ
る
。 

 

２ 

ボ
ル
ド
ー
歴
史
地
区
の
再
生 

 

（
１
）
改
革
以
前
の
歴
史
地
区 

ボ
ル
ド
ー
の
歴
史
地
区
と
は
、
一
九
六
二
年
成
立
の
マ
ル
ロ
ー
法
5

に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
た
歴
史
的
建

造
物
群
の
保
全
地
区
の
こ
と
を
指
す
。 

ボ
ル
ド
ー
は
、
紀
元
前
三
世
紀
頃
に
ケ
ル
ト
人
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
集
落
を
起
源
と
す
る
。
紀
元
前
一
世

紀
に
ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
入
り
、
属
州
ア
ク
イ
タ
ニ
ア
の
州
都
ブ
ル
デ
ィ
ガ
ラ
（B

u
rd

ig
ala

）
と
し
て
発
展

し
た
。
現
在
の
ブ
ル
ス
広
場
か
ら
西
南
に
広
が
る
区
域
が
当
時
の
中
心
地
で
、
二
世
紀
末
頃
に
は
こ
こ
に
東

西
六
九
〇
㍍
、
南
北
四
五
〇
㍍
の
城
壁
が
築
か
れ
た
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩
壊
後
は
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
、
次

い
で
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
支
配
下
に
入
る
が
、
九
世
紀
に
ノ
ル
マ
ン
人
の
侵
攻
を
受
け
、
町
は
一
時
壊
滅
的
な
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打
撃
を
受
け
た
。 

一
〇
世
紀
に
カ
ペ
ー
朝
フ
ラ
ン
ス
王
国
が
成
立
す
る
と
、
ボ
ル
ド
ー
は
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
公
、
ア
キ
テ
ー
ヌ

公
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
中
心
都
市
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
っ
た
。
歴
史
地

区
西
部
に
あ
る
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
大
聖
堂
や
サ
ン
・
ス
ー
ラ
ン
寺
院
の
現
存
最
古
の
部
分
は
、
一
一
世
紀
に

造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
6

。
し
か
し
一
二
世
紀
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
領
を
相
続
し
た
ア
リ
エ
ノ
ー
ル
が
ア
ン
ジ

ュ
ー
伯
ア
ン
リ
と
再
婚
（
前
夫
は
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
七
世
）
、
の
ち
に
ア
ン
リ
が
ヘ
ン
リ
ー
二
世
と
し
て
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
王
に
即
位
し
た
た
め
、
ボ
ル
ド
ー
は
以
後
三
〇
〇
年
間
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
領
と
な
る
こ
と
に
な
っ

た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
大
陸
の
領
土
を
守
る
た
め
、
拠
点
と
な
る
ボ
ル
ド
ー
を
味
方
と
す
べ
く
、
そ
の
ワ
イ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
免
税
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
三
世
紀
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
向

け
の
ワ
イ
ン
輸
出
が
急
増
、
ボ
ル
ド
ー
は
「
ワ
イ
ン
の
町
」
と
し
て
名
声
を
高
め
て
い
っ
た
。
百
年
戦
争
の

結
果
、
ボ
ル
ド
ー
は
一
五
世
紀
半
ば
に
フ
ラ
ン
ス
領
に
復
帰
す
る
が
、
こ
の
「
ボ
ル
ド
ー
特
権
」
は
そ
の
後

も
三
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
た
。 

ボ
ル
ド
ー
が
貿
易
港
と
し
て
最
盛
期
を
迎
え
た
の
は
、
一
八
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
と

の
植
民
地
貿
易
が
発
展
し
、
莫
大
な
富
が
流
れ
込
ん
だ
。
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
、
藍
、
カ

カ
オ
な
ど
、
輸
出
さ
れ
た
の
は
、
小
麦
や
ワ
イ
ン
、
種
々
の
加
工
製
品
、
そ
し
て
黒
人
奴
隷
だ
っ
た
。
蓄
積
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さ
れ
た
富
を
も
と
に
、
大
々
的
な
都
市
改
造
も
行
わ
れ
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大
劇
場
、
ブ
ル
ス
広

場
、
ロ
ア
ン
宮
殿
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
門
な
ど
は
、
皆
こ
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
7

。
こ
れ
ら
を
含

む
ガ
ロ
ン
ヌ
川
沿
岸
の
区
域
（
お
お
よ
そ
北
の
カ
ン
コ
ン
ス
広
場
か
ら
南
の
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
教
会
あ
た
り

ま
で
）
が
、
歴
史
地
区
（
保
全
地
区
）
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
図
２
は
、
そ
の
歴
史
地
区
と
世
界
遺

産
の
登
録
区
域
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
8

。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
頃
の
ボ
ル
ド
ー

は
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
と
埃
に
ま
み
れ
た
「
暗
い
街
」

だ
っ
た
。
保
全
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
歴
史
地
区
も
例
外

で
は
な
く
、
建
物
の
壁
は
黒
ず
み
、
通
り
の
清
掃
も
十
分

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦
後
の
都
市
計
画
が

あ
っ
た
。 

他
の
諸
都
市
と
同
じ
く
、
ボ
ル
ド
ー
で
も
戦
後
は
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
自
動
車
を
中
心
と
し
た
都
市

整
備
が
行
わ
れ
た
。
一
九
五
八
年
に
は
ト
ラ
ム
（
路
面
電

車
）
が
全
面
廃
止
と
な
り
、
市
内
お
よ
び
市
と
郊
外
を
結

 
 

    図２ 歴史地区（中央の黒い部分）と 
ユネスコ世界遺産の登録区域 

出所：Bordeaux 2030 



198 

 

ぶ
交
通
手
段
が
自
動
車
に
絞
ら
れ
た
。
急
増
す
る
自
動
車
の
流
入
に

対
処
す
る
た
め
、
市
中
心
部
に
は
続
々
と
大
型
駐
車
場
が
つ
く
ら
れ

て
い
っ
た
。
特
に
目
立
っ
た
の
が
、
ボ
ル
ド
ー
港
の
衰
退
と
と
も
に

廃
材
置
き
場
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
ガ
ロ
ン
ヌ
川
沿
岸
部
で
、
歴
史

地
区
の
カ
ン
コ
ン
ス
広
場
や
ブ
ル
ス
広
場
の
前
も
駐
車
場
と
化
し

て
い
っ
た
。
市
中
心
部
へ
の
自
動
車
の
流
入
を
緩
和
し
よ
う
と
、
一

九
六
〇
年
代
に
は
市
を
取
り
囲
む
環
状
の
自
動
車
専
用
道
路
（
Ａ
六

三
〇
、
通
称
「
ロ
カ
ー
ド
」
）
が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
ま
た
自
動

車
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
３
）
。 

自
動
車
社
会
の
到
来
は
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
も
影
響
を
与

え
た
。
市
の
中
心
部
に
「
住
む
場
所
」
と
し
て
の
魅
力
を
感
じ
な
く

な
っ
た
人
々
は
郊
外
へ
と
移
り
、
そ
こ
か
ら
自
動
車
で
市
内
に
通
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
不
可

能
で
あ
っ
た
移
動
も
、
自
動
車
で
な
ら
容
易
だ
っ
た
。 

一
九
六
八
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
、
ボ
ル
ド
ー
大
都
市
共
同
体
（
以
下
Ｃ
Ｕ
Ｂ
と
略
記
、
注
２
参

照
）
の
人
口
は
、
五
五
・
四
万
人
か
ら
六
二
・
四
万
人
へ
増
加
し
た
。
特
に
「
ロ
カ
ー
ド
」
の
通
過
す
る
七

 

 

 

 

著作権保護のため非表示 

 

 

 

 
 

   図３ 市中心部の交通渋滞（1990年） 

出所： 
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市
（
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
エ
シ
ー
ヌ
、
ル
・
エ
ラ
ン
、
メ
リ
ヤ
ッ
ク
、
ペ
サ
ッ
ク
、
グ
ラ
デ
ィ
ニ
ャ
ン
、
ヴ
ィ

ル
ナ
ー
ヴ
＝
ド
ル
ノ
ン
）
の
人
口
は
、
一
三
・
二
万
人
か
ら
一
八
・
八
万
人
へ
大
幅
な
増
加
を
遂
げ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
同
じ
時
期
の
ボ
ル
ド
ー
の
人
口
は
、
二
六
・
七
万
人
か
ら
二
一
・
〇
万
人
へ
二
〇
％
以
上
も
減

少
し
た
。
人
口
の
流
出
に
よ
る
都
心
の
空
洞
化
、
典
型
的
な
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
ボ
ル
ド
ー
も
手
を
拱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九

八
〇
年
代
に
は
ア
キ
テ
ー
ヌ
博
物
館
や
パ
ル
ク
・
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
（
現
シ
ュ
バ
ン
＝
デ
ル
マ
ス
競
技
場
）
の

拡
張
整
備
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｃ
現
代
美
術
館
の
創
設
、
メ
リ
ア
デ
ッ
ク
地
区
の
再
開
発
な
ど
、
市
中
心
部
へ
の
回
帰

を
促
す
意
欲
的
な
施
策
も
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
と
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚
染
は
収
ま
る

こ
と
が
な
く
、
住
民
が
減
り
続
け
る
区
域
の
清
掃
が
行
き
届
く
は
ず
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
ボ
ル
ド
ー
は

次
第
に
「
暗
い
街
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

（
２
）
改
革
の
始
ま
り 

ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
、
住
民
の
参
加
を
促
す
体
制
づ
く
り
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
半
世
紀
近
く
も
続
い
た
都

市
整
備
の
方
向
性
を
大
き
く
転
換
す
る
に
は
、
直
接
利
害
を
有
す
る
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
窓
口
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
九
五
年
に
設
置
さ
れ
た
「
住
区
評
議
会
」
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だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
〇
〇
二
年
成
立
の
近
隣
民
主
主
義
法
に
よ
り
、
人
口
八
万
人
以
上
の
コ
ミ
ュ
ー

ン
に
は
住
区
評
議
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
そ
の
七
年
も
先

を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

住
区
評
議
会
は
ボ
ル
ド
ー
の
八
つ
の
地
区
（
住
区
）
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
、
副
市
長
（
助
役
）
が
議
長
を

務
め
る
。
会
議
は
年
二
回
開
か
れ
、
住
民
な
ら
誰
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
催
回
数
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
議
論
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
は
稀
だ
が
、
別
途
設
け
ら
れ
た
「
常
設
委
員
会
」

が
そ
れ
を
補
完
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
常
設
委
員
会
は
四
〇
名
か
ら
な
り
、
半
数
は
有
権
者
の
リ
ス

ト
か
ら
無
作
為
に
抽
出
、
残
り
は
副
市
長
の
提
案
に
基
づ
き
市
長
が
任
命
す
る
。
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の

テ
ー
マ
を
持
ち
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
主
宰
す
る
。
こ
こ
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
議
論
が

評
議
会
に
上
げ
ら
れ
、
住
民
の
意
見
と
し
て
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
住
民
の
意
見
と
は
い
っ
て
も
、
法
律
や
予
算
の
決
定
権
は
あ
く
ま
で
議
会
に
あ
る
の

で
、
住
区
評
議
会
の
議
論
は
単
な
る
参
考
意
見
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
議
員
は
選
挙
を
意
識
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
、
評
議
会
で
公
に
さ
れ
た
住
民
の
意
見
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
市
当
局
か
ら
す

れ
ば
、
意
見
集
約
の
ハ
ー
ド
ル
が
増
え
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
十
分
な
情
報
公
開
と
討
議
の
場
の
設
置
に

よ
り
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、
こ
の
手
続
き
は
か
え
っ
て
議
会
の
審
議
を
円
滑
化
す
る
力
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と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
改
革
に
着
手
し
た
頃
の
ボ
ル
ド
ー
で
は
、
こ
の
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
し
た
。 

 
（
３
）
ト
ラ
ム
の
復
活 

ジ
ュ
ペ
が
最
初
に
掲
げ
た
施
策
が
、
ト
ラ
ム
の
復
活
で
あ
る
。
歴
史
地
区
を
含
む
市
中
心
部
の
最
大
の
問

題
が
自
動
車
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
無
論
、
自
動
車
そ
の
も
の
が
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
中

心
部
の
面
積
に
比
べ
、
流
入
す
る
自
動
車
の
数
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
中
心
部
に
活
気
を
取

り
戻
す
に
は
、
自
動
車
に
代
わ
る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
が
必
要
だ
っ
た
。 

実
は
ジ
ュ
ペ
の
就
任
以
前
、
ボ
ル
ド
ー
で
は
地
下
鉄
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
地
下

鉄
と
ト
ラ
ム
と
で
は
、
そ
の
建
設
費
用
に
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
し
（
ボ
ル
ド
ー
で
は
約
五
倍
と
見
積
も
ら
れ

た
）
、
地
下
鉄
を
通
し
た
と
し
て
も
、
地
上
の
自
動
車
が
減
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
街
の
主
役

を
自
動
車
か
ら
人
に
転
換
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
ジ
ュ
ペ
は
ト
ラ
ム
の
復
活
を
梃
子
に
、
街
の
あ
り
方
そ
の
も

の
を
変
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

お
そ
ら
く
こ
の
と
き
ジ
ュ
ペ
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
成
功
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
一
九
八
二
年
に
国
内
交
通
基
本
法
が
定
め
ら
れ
、
自
動
車
依
存
社
会
か
ら
の
脱
却
が
交
通
政
策
の
基
本
方

針
と
な
っ
て
い
た
。
都
市
部
に
お
け
る
ト
ラ
ム
の
復
活
も
こ
の
流
れ
の
中
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
、
一
九
八
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五
年
の
ナ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
各
地
で
導
入
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
中
で
も
一
九
九
五
年
当
時
、
画
期

的
な
成
功
事
例
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
の
が
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
だ
っ
た
。 

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
新
し
さ
は
、
単
に
ト
ラ
ム
を
都
市
交
通
の
一
手
段
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ト
ラ
ム
を

軸
に
街
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
く
り
変
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目

は
、
機
能
性
と
象
徴
性
を
兼
ね
備
え
た
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
で
あ
る
。
ト
ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
走
ら
せ
る
か
、

駅
を
ど
こ
に
置
く
か
は
、
街
の
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
実

用
的
で
か
つ
街
の
顔
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
路
線
と
な
る
よ
う
、
デ
ザ
イ
ン
に
は
最
大
限
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
。

車
両
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
を
持
つ
近
未
来
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
街
の
景
観
を
一
新

し
、
乗
客
に
は
街
の
中
を
移
動
し
て
い
る
実
感
を
与
え
た
。
ま
た
全
低
床
式
の
車
両
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

昇
降
時
間
の
短
縮
を
同
時
に
実
現
し
た
。 

二
つ
目
は
、
ト
ラ
ム
を
都
市
交
通
の
主
軸
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
専
用
軌
道
の
確
保

や
自
動
車
の
通
行
規
制
、
歩
行
者
ゾ
ー
ン
の
拡
大
な
ど
、
都
心
部
で
は
ト
ラ
ム
と
歩
行
者
、
そ
し
て
自
転
車

に
交
通
の
優
先
権
が
あ
る
こ
と
が
形
と
し
て
示
さ
れ
た
。 

三
つ
目
は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
全
体
的
な
見
直
し
で
あ
る
。
ト
ラ
ム
の
駅
や
路
線
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
利
便
性
を
最
大
限
に
高
め
る
に
は
、
他
の
交
通
手
段
と
の
連
携
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ト
ラ
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ム
と
の
接
続
を
考
慮
し
た
バ
ス
路
線
の
再
編
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
を
促
進
す
る
た
め
の
駐
車
場
の

整
備
、
自
転
車
専
用
道
路
や
駐
輪
場
の
整
備
な
ど
が
、
こ
の
施
策
の
柱
で
あ
る
。 

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
が
ト
ラ
ム
の
導
入
を
決
め
た
の
が
一
九
八
九
年
、
そ
の
最
初
の
路
線
が
開
業
し
た
の
が

一
九
九
四
年
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
翌
年
、
ジ
ュ
ペ
は
地
下
鉄
案
か
ら
ト
ラ
ム
案
へ
の
変
更
を
提
議
し
た
。

そ
の
結
果
ボ
ル
ド
ー
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
成
果
を
学
び
な
が
ら
、
ト
ラ
ム
の
導
入
計
画
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

ト
ラ
ム
の
建
設
は
ボ
ル
ド
ー
市
内
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
審
議
は
Ｃ
Ｕ
Ｂ
議
会
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
。
当
時
、
ジ
ュ
ペ
は
Ｃ
Ｕ
Ｂ
の
議
長
も
兼
ね
て
い
た
の
で
、
そ
の
点
は
問
題
が
な
か
っ
た
。
一
九

九
五
年
に
ト
ラ
ム
の
復
活
案
が
提
議
さ
れ
、
翌
年
に
は
三
つ
の
路
線
か
ら
な
る
ト
ラ
ム
の
導
入
と
そ
れ
に
伴

う
バ
ス
路
線
の
再
編
が
Ｃ
Ｕ
Ｂ
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
話
が
難
し
く
な
る
の
は
こ
こ
か
ら
だ
っ
た
。
計
画
が
具
体
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
そ
こ
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
利
害
の
衝
突
が
生
ま
れ
て
き
た
。
ト
ラ
ム
が
通
る
地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区
と
で
は
利

便
性
に
大
き
な
差
が
生
じ
た
し
、
ト
ラ
ム
の
導
入
は
市
中
心
部
に
お
け
る
自
動
車
の
通
行
規
制
と
セ
ッ
ト
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
影
響
は
な
お
さ
ら
大
き
か
っ
た
。
沿
線
部
の
住
民
に
と
っ
て
も
、
駅
周
辺
の
混
雑
や
騒

音
、
ゴ
ミ
の
問
題
な
ど
、
多
く
の
懸
念
材
料
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ト
ラ
ム
の
敷
設
・
維
持
に
関
わ
る
経
費
の
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多
く
は
、
交
通
区
域
内
の
事
業
者
に
対
す
る
目
的
税
（
交
通
負
担
金
）
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
な
い
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
ト
ラ
ム
の
導
入
そ
の
も
の
が
無
駄
な
出
費
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
も
と
も
と
ト
ラ
ム
を
通
す
こ
と
の
で
き
る
道
路
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
機
能
性
と
象
徴
性
を
備
え
た
路
線
案
を
ま
と
め
る
の
は
至
難
の
業
だ
っ
た
。 

ジ
ュ
ペ
と
Ｃ
Ｕ
Ｂ
は
、
こ
こ
で
住
民
と
の
対
話
に
時
間
を
か
け
た
。
一
九
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て

延
べ
一
〇
〇
回
に
も
お
よ
ぶ
公
聴
会
が
開
か
れ
、
一
四
〇
も
の
地
域
団
体
か
ら
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
組
織
さ

れ
た
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
か
ら
九
九
年
に
、
Ｃ
Ｕ
Ｂ
に
属
す
る
二
七
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
当
時
）
を
対
象
に

公
開
事
前
調
査
（E

n
q

u
ête P

u
b

liq
u

e

）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
直
接
利
害
関
係
を
持

た
な
い
調
査
委
員
会
が
公
共
の
場
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
と
住
民
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
う
手
続
き
で
、

そ
の
報
告
書
は
議
会
の
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、

よ
う
や
く
ジ
ュ
ペ
に
よ
る
公
益
宣
言
（D

éclaratio
n

 d
'U

tilité P
u

b
liq

u
e

）
が
出
さ
れ
た
。
ト
ラ
ム
案
の
提
議

か
ら
お
よ
そ
四
年
半
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
手
続
き
が
二
年
ほ
ど
で
完
了
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ボ
ル
ド

ー
が
い
か
に
住
民
と
の
対
話
に
時
間
を
か
け
た
か
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
に
ト
ラ
ム
の
導
入
に
伴
う

諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
の

に
必
要
な
時
間
で
も
あ
っ
た
。 
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ト
ラ
ム
の
敷
設
工
事
は
二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
り
、
二
〇
〇
三
年
に
ま
ず
Ａ
線
が
開

業
、
翌
年
Ｂ
線
と
Ｃ
線
が
開
業
、
二
〇
〇
五
年
に
Ａ
線
が
延
伸
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で

が
計
画
の
第
一
段
階
で
、
こ
の
時
点
で
の
総
路
線
延
長
は
二
四
・
三
㌔
㍍
、
駅
数
は

五
三
（
Ａ
線
二
六
、
Ｂ
線
二
〇
、
Ｃ
線
七
）
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
～
〇
八

年
に
第
二
段
階
、
二
〇
〇
九
年
以
降
に
第
三
段
階
の
延
伸
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
七
年

一
月
現
在
、
総
路
線
延
長
は
六
六
㌔
㍍
に
お
よ
ん
で
い
る
。
駅
数
は
一
一
六
で
、
そ

の
う
ち
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
（P

arc-R
elais =

 P
R

）
に
対
応
し
た
駐
車
場
の

あ
る
駅
は
二
三
、
街
中
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（S

tatio
n

 V
élo

 =
 S

V

）

の
あ
る
駅
は
七
二
で
あ
る
（
表
１
）
。 

各
路
線
の
特
徴
を
見
る
と
、
ま
ず
Ａ
線
は
、
人
口
の
密
集
す
る
市
西
部
と
ガ
ロ
ン

ヌ
川
右
岸
を
東
西
に
結
ぶ
形
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）
。
歴
史
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
を

横
切
り
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
を
渡
る
際
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
命
に
よ
り
架
け
ら
れ
た
ピ
エ

ー
ル
橋
（
一
八
二
二
年
竣
工
、
世
界
遺
産
）
を
通
過
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
第

一
段
階
の
当
時
、
ボ
ル
ド
ー
は
ガ
ロ
ン
ヌ
川
両
岸
の
再
開
発
事
業
を
進
め
て
お
り
、

Ａ
線
は
そ
れ
を
象
徴
す
る
路
線
と
な
っ
た
。 

  表１ ボルドーのトラムの概要（2017年 1月現在） 

 路線延長 駅数 PR駅数 SV駅数 

Ａ線 44.2 km 46 12 25 

Ｂ線 19.4 km 37 6 28 

Ｃ線 22.8 km 33 5 19 

計 66.4 km 116 23 72 
 

出所：Transports Bordeaux Metropole の資料より作成 
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Ｂ
線
は
、
ボ
ル
ド
ー
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
も
い
え
る
ペ
サ
ッ
ク
（P

essac

）
か
ら
ボ
ル
ド
ー
大
学
の
主
要
キ

ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
タ
ラ
ン
ス
を
経
て
、
歴
史
地
区
の
西
側
か
ら
北
端
の
中
心
地
カ
ン
コ
ン
ス
（Q

u
in

co
n

ces

）

に
至
る
路
線
と
し
て
開
業
し
た
。
ボ
ル
ド
ー
の
官
庁
街
で
あ
る
市
庁
舎
前
で
Ａ
線
と
接
続
す
る
。
第
二
段
階

で
は
カ
ン
コ
ン
ス
か
ら
北
東
へ
、
こ
れ
も
ま
た
再
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
ガ
ロ
ン
ヌ
川
左
岸
に
沿
っ
て

延
伸
さ
れ
た
。
二
〇
一
六
年
に
は
こ
の
沿
線
に
世
界
最
大
級
の
ワ
イ
ン
博
物
館
、
シ
テ
・
デ
ュ
・
ヴ
ァ
ン
が

開
館
し
、
歴
史
地
区
と
並
ぶ
新
た
な
観
光
名
所
と
し
て
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。 

Ｃ
線
は
、
Ｔ
Ｇ
Ｖ
が
停
車
す
る
鉄
道
駅
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
（S

ain
t-Jean

）
駅
前
と
カ
ン
コ
ン
ス
を
結
ぶ
路

線
と
し
て
開
業
し
た
。
歴
史
地
区
南
東
の
入
り
口
で
あ
る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
門
で
Ａ
線
と
接
続
し
、
ツ
ー
リ
ス

ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
カ
ン
コ
ン
ス
で
Ｂ
線
と
接
続
す
る
。
観
光
客
に
と
っ
て
最
も
利
用
頻
度

の
高
い
路
線
で
あ
る
。
カ
ン
コ
ン
ス
か
ら
北
の
路
線
は
、
第
二
段
階
で
住
宅
開
発
の
進
む
湖
南
地
区
（
駅
は

L
e
s A

u
b

iers

）
ま
で
、
第
三
段
階
一
期
で
博
覧
会
公
園
（
北
方
向
）
ま
で
、
同
二
期
で
ブ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー
ル

駅
前
（
北
西
方
向
）
ま
で
延
伸
さ
れ
た
（C

raco
v

ie

駅
で
分
岐
）
。
博
覧
会
公
園
に
は
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
会

場
が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
二
〇
一
五
年
、
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
＆
ド
・
ム
ー
ロ
ン
設
計
に
よ
る
マ
ッ
ト
ミ
ュ
ッ

ト
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
（
収
容
能
力
四
万
二
〇
〇
〇
人
）
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
名
門
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
Ｆ
Ｃ
ジ
ロ
ン
ダ
ン
・
ボ
ル
ド
ー
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、
試
合
の
あ
る
日
は
大
変 
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  図４ ボルドーのトラム路線図（2017年 1月現在） 

出所：Transports Bordeaux Métropole 
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な
人
出
と
な
る
。
一
方
、
ブ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ー
ル
と
そ
の
途
中
の
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
で

は
、
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
有
名
な
メ
ド
ッ
ク
方
面
（
マ
ル
ゴ
ー
、
ポ
イ
ヤ
ッ
ク
な

ど
）
へ
向
か
う
鉄
道
駅
と
接
続
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
市
北
部
に
宿
泊
す
る
観
光
客

は
、
わ
ざ
わ
ざ
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
駅
を
経
由
し
な
く
て
も
メ
ド
ッ
ク
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

前
述
の
よ
う
に
、
ボ
ル
ド
ー
は
ト
ラ
ム
の
導
入
に
当
た
っ
て
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
機
能
性
と
象
徴
性
を
あ
わ
せ
持
っ
た
路
線
、
斬

新
な
車
両
デ
ザ
イ
ン
、
沿
線
の
緑
化
、
専
用
軌
道
の
確
保
と
自
動
車
の
通
行
規
制
、

バ
ス
路
線
の
再
編
、
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
へ
の
対
応
と
自
転
車
利
用
の
促

進
な
ど
、
ボ
ル
ド
ー
の
ト
ラ
ム
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
成
果
が
随
所
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
ボ
ル
ド
ー
な
ら
で
は
の
地
形
を
生
か
し
た
整
備
と
い
う
点
で
は
、
ガ
ロ
ン

ヌ
川
左
岸
の
路
線
（
Ｂ
線
～
カ
ン
コ
ン
ス
～
Ｃ
線
）
が
注
目
さ
れ
る
。
別
項
で
も

触
れ
る
が
、
第
一
段
階
か
ら
第
二
段
階
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
当
時
、
ガ
ロ
ン

ヌ
川
の
左
岸
で
は
、
廃
倉
庫
や
駐
車
場
を
撤
去
し
て
緑
を
配
し
た
遊
歩
道
を
設
け

 

 

著作権保護のため非表示 

 

 
 

              図５ ガロンヌ川左岸の整備計画図 

出所： 
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る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
工
事
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ロ
ン
ヌ

川
と
市
街
地
の
間
は
、
遊
歩
道
、
緑
地
帯
、
車
道
、
ト
ラ
ム
軌
道
が
整
然
と
並
ん
だ
、
機
能
的
に
も
美
的
に

も
洗
練
さ
れ
た
空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
（
図
５
）
。 

歴
史
地
区
と
の
関
連
で
は
、
景
観
へ
の
配
慮
が
特
筆
さ
れ
る
。
通
常
の
ト
ラ
ム
に
は
集
電
用
の
架
線
が
あ

る
た
め
、
ど
う
し
て
も
景
観
へ
の
悪
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
ボ
ル
ド
ー
の
ト
ラ
ム
は
、
歴
史
地
区

 

図６ サン・ジャン駅前のトラム駅 
 

 

図７ 大劇場前を走るトラム 
 

 

図８ ブルス広場前のトラム駅 
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の
外
で
は
通
常
の
架
線
式
で
運
行
さ
れ
る
が
、
歴
史
地
区
に
入
る
と
レ
ー
ル
か
ら
集
電
す
る
無
架
線
式
に
切

り
替
わ
る
の
で
あ
る
。
無
架
線
式
は
コ
ス
ト
の
面
で
も
保
守
の
面
で
も
負
担
が
大
き
い
が
、
ボ
ル
ド
ー
は
歴

史
地
区
の
景
観
を
守
る
た
め
、
あ
え
て
こ
の
方
式
を
採
用
し
た
。
図
６
は
架
線
式
の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
駅
前
、

図
７
は
無
架
線
式
の
大
劇
場
前
の
様
子
で
あ
る
9

。 

ま
た
景
観
へ
の
配
慮
は
、
ト
ラ
ム
の
駅
に
も
見
ら
れ
る
。
図
８
は
、
歴
史
地
区
の
東
側
に
位
置
す
る
ブ
ル

ス
広
場
前
の
駅
の
様
子
で
あ
る
。
ブ
ル
ス
広
場
は
ボ
ル
ド
ー
の
顔
と
も
い
え
る
場
所
で
、
そ
の
写
真
は
市
観

光
局
の
公
式
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
広
場
の
向
か
い
（
ガ
ロ
ン
ヌ
川
方
向
）
に
は
観

光
名
所
と
し
て
名
高
い
「
水
の
鏡
」（
後
述
）
が
あ
り
、
ボ
ル
ド
ー
の
ト
ラ
ム
駅
の
中
で
も
最
も
利
用
者
の
多

い
駅
の
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
駅
に
は
、
屋
根
は
お
ろ
か
、
時
刻
表
も
券
売
機
も
な
い
。
こ
れ
は
、

ガ
ロ
ン
ヌ
川
沿
い
の
遊
歩
道
か
ら
「
水
の
鏡
」
を
越
え
て
ブ
ル
ス
広
場
を
眺
望
す
る
（
ま
た
は
そ
の
逆
に
、

ブ
ル
ス
広
場
か
ら
「
水
の
鏡
」
と
ガ
ロ
ン
ヌ
川
を
越
え
て
右
岸
を
眺
望
す
る
）
景
観
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
ボ
ル
ド
ー
は
、
最
新
式
の
ト
ラ
ム
の
導
入
を
梃
子
に
街
の
主
役
を
自
動
車
か
ら
人
へ
と

転
換
し
な
が
ら
、
従
来
か
ら
あ
る
歴
史
地
区
の
景
観
価
値
を
よ
り
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
技

術
が
歴
史
を
再
生
し
、
両
者
が
生
活
の
場
で
相
乗
効
果
を
高
め
て
い
く
町
づ
く
り
の
事
例
の
一
つ
を
、
こ
こ
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に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
（
４
）
歴
史
地
区
の
美
化
と
住
宅
の
整
備 

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ュ
ペ
が
ト
ラ
ム
の
復
活
を
提
議
し
た
の
は
一
九
九
五
年
、
実
際
に
ト
ラ
ム
が

開
業
し
た
の
は
二
〇
〇
三
年
で
あ
っ
た
。
で
は
こ
の
間
、
ボ
ル
ド
ー
は
他
に
何
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
歴
史
地
区
に
関
し
て
い
え
ば
、
主
に
二
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
街
の
美
化
、
も
う
一
つ
は

住
宅
の
整
備
で
あ
る
。 

ま
ず
は
街
の
美
化
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
先
に
一
九
九
〇
年
頃
の
ボ
ル
ド
ー
は
「
暗
い
街
」
だ
っ
た
と

述
べ
た
が
、
こ
れ
は
単
に
街
の
雰
囲
気
が
暗
か
っ
た
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
は
な
い
。
長
年
に
わ
た
る
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
や
埃
な
ど
の
蓄
積
に
よ
り
、
実
際
に
市
街
地
の
建
物
の
壁
が
黒
く
汚
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

改
革
に
着
手
し
た
ボ
ル
ド
ー
は
、
ト
ラ
ム
の
導
入
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る
か
た
わ
ら
、
こ
の
街
の
美
化
に

乗
り
出
し
た
。
重
視
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
住
民
の
意
識
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
い
く
ら
市
が

街
の
美
化
に
取
り
組
ん
で
も
、
住
民
に
そ
の
気
が
な
け
れ
ば
、
持
続
的
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
市
は
住
区
評
議
会
な
ど
を
通
し
て
住
民
と
話
し
合
い
、
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
建
物
の
外
壁
に
つ
い
て
は
所
有
者
に
定
期
的
な
清
掃
を
義
務
づ
け
、
ま
た
美
観
を
損
ね
る
落
書
き
や
張
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り
紙
、
路
上
に
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
住
民
と
当
該
地
区
に
店
舗
等
を
持
つ
業
者
ら
が
協
力

し
て
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

無
論
、
住
民
サ
イ
ド
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
し
、
す
べ
て
の
コ
ス
ト
を
住
民
に
負
わ
せ
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
重
要
な
の
は
、
住
民
自
身
が
改
革
の
担
い
手
と
な
っ
て
目
に
見
え
る
成
果
を
上
げ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
成
果
に
手
応
え
を
感
じ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
動
き
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
行
政
の
役
割
は
そ
れ
を

後
押
し
す
る
仕
掛
け
を
整
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
は
そ
こ
に
Ｅ
Ｕ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
。 

当
時
Ｅ
Ｕ
で
は
、
欧
州
地
域
開
発
基
金
（E

u
ro

p
ean

 R
eg

io
n

al D
ev

elo
p

m
en

t F
u

n
d

 =
 E

R
D

F

）
を
用
い
た

都
市
再
生
支
援
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
支
援
は
、
①
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
か
ら
申
請
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
欧
州
委
員
会
が
審
査
す
る
加
盟
国
主
導
枠
、
②
欧
州
委
員
会
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
加
盟
国
に

申
請
を
促
す
共
同
体
主
導
枠
、
③
欧
州
委
員
会
が
直
接
支
援
先
を
決
め
る
「
先
進
的
取
り
組
み
」
と
い
う
三

つ
の
枠
組
み
か
ら
な
る
。
そ
の
中
で
都
市
開
発
に
つ
い
て
は
、
③
か
ら
ア
ー
バ
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
Ⅰ
（
一
九
八
九
～
九
三
年
）
、
同
Ⅱ
（
一
九
九
五
～
九
九
年
）
、
②
か
ら
ア
ー
バ
ン
Ⅰ
（
一
九
九
四
～

九
九
年
）
、
同
Ⅱ
（
二
〇
〇
〇
～
〇
六
年
）
が
実
施
さ
れ
、
ボ
ル
ド
ー
は
ア
ー
バ
ン
Ⅰ
を
除
く
三
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
補
助
金
を
得
た
。 

ト
ラ
ム
の
導
入
計
画
が
議
論
さ
れ
て
い
た
時
期
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、
ア
ー
バ
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
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グ
ラ
ム
Ⅱ
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
「
ボ
ル
ド
ー
両
岸
」（B

o
rd

eau
x

 les d
eu

x
 riv

es

）
で
、
補
助
金
の
総
額
は
三

〇
〇
万
ユ
ー
ロ
（
予
算
全
体
の
二
三
％
）
だ
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
は
こ
の
補
助
金
を
用
い
て
、
一
九
九
七
～
二

〇
〇
一
年
の
間
に
二
二
の
事
業
を
行
っ
た
。
歴
史
地
区
で
は
、
河
岸
の
清
掃
、
ジ
ロ
ン
ド
の
記
念
碑
や
大
鐘

楼
な
ど
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
地
区
の
再
生
事
業
等
が
行
わ
れ
た
。 

続
く
ア
ー
バ
ン
Ⅱ
は
、
ト
ラ
ム
の
建
設
か
ら
開
業
に
か
け
て
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
統
合

さ
れ
た
都
市
群
」
（U

n
icités

）
で
、
補
助
金
の
総
額
は
九
八
〇
万
ユ
ー
ロ
（
予
算
全
体
の
三
七
％
）
に
お
よ

ん
だ
。
ア
ー
バ
ン
Ⅱ
で
は
、
二
〇
〇
一
～
〇
七
年
の
間
に
一
一
〇
の
事
業
が
行
わ
れ
た
。
歴
史
地
区
で
の
主

な
事
業
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
用
の
地
下
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
、
車
止
め
の
整
備
な
ど
自
動
車
の
通
行
制
限
の

た
め
の
措
置
、
サ
ン
・
ポ
ー
ル
教
会
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
修
復
等
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
ボ
ル
ド
ー
は
、
Ｅ
Ｕ
の
補
助
事
業
な
ど
を
梃
子
に
、
住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
街
の
美
化
を
推

し
進
め
て
い
っ
た
。
同
じ
時
期
に
ト
ラ
ム
の
導
入
と
街
の
美
化
が
並
行
し
て
行
わ
れ
、
双
方
に
住
民
が
深
く

関
わ
る
こ
と
で
、
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
大
き
な
相
乗
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。 

ボ
ル
ド
ー
が
歴
史
地
区
で
進
め
た
も
う
一
つ
の
事
業
が
、
住
宅
の
整
備
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
ボ
ル
ド
ー
の
中
心
部
で
は
人
口
の
流
出
が
続
い
て
い
た
。
週
末
や
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る

時
だ
け
で
な
く
、
市
中
心
部
に
「
生
き
た
街
」
と
し
て
の
活
気
を
取
り
戻
す
に
は
、
そ
の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
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る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
街
の
美
化
や
商
業
施
設
の
拡
充
だ
け
で
は
な
く
、
劣
悪
な
住
環
境
の
改

善
が
急
務
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
市
中
心
部
の
核
と
な
る
歴
史
地
区
は
、
そ
の
名
の
通
り
歴
史
的
建
造
物
の

保
全
地
区
で
あ
っ
た
の
で
、
む
や
み
に
建
物
を
壊
し
た
り
、
景
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
住
宅
を
建
て
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
歴
史
地
区
の
整
備
に
は
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不
可

欠
だ
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
は
そ
の
役
割
を
ア
ン
シ
テ
（In

C
ité

）
に
委
ね
た
。 

ア
ン
シ
テ
は
、
ボ
ル
ド
ー
や
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
（
当
時
は
Ｃ
Ｕ
Ｂ
、
注
２
参
照
）
な
ど
が
出
資
す
る
半
官
半

民
の
混
合
経
済
会
社
（S

o
ciete d

'eco
n

o
m

ie m
ix

te

）
で
あ
る
10

。
一
九
五
七
年
に
ボ
ル
ド
ー
都
市
建
設
混
合

会
社
（S

o
ciété B

o
rd

elaise m
ix

te d
'U

rb
an

ism
e et d

e C
o

n
stru

ctio
n

）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
二

年
、
ボ
ル
ド
ー
と
歴
史
地
区
再
開
発
の
契
約
を
結
ん
だ
の
を
機
に
、
現
在
の
社
名
に
改
め
ら
れ
た
。 

ア
ン
シ
テ
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
六
六
〇
戸
の
住
宅
を
歴
史
地
区
に
供

給
し
た
。
う
ち
一
四
一
七
戸
は
賃
貸
で
、
そ
の
お
よ
そ
三
分
の
一
は
住
民
の
多
様
性
を
確
保
す
る
た
め
に
家

賃
を
低
く
抑
え
た
住
宅
（
一
部
は
公
営
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
社
は
こ
れ
と
並
行
し
て
、
三
六
二
二
平
方
㍍

の
商
業
施
設
、
一
九
三
箇
所
の
駐
車
場
を
整
備
し
た
ほ
か
、
二
〇
一
一
年
に
は
ボ
ル
ド
ー
か
ら
住
環
境
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
（O

p
ératio

n
 P

ro
g

ram
m

ée d
'A

m
élio

ratio
n

 d
e l'H

ab
itat

）
の
仕
事
も
受
託
し
、
歴
史
地
区

の
住
民
が
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
の
資
金
援
助
や
歴
史
的
建
造
物
を
保
護
す
る
た
め
の
手
助
け
な
ど
を
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行
っ
た
。 

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
着
実
に
成
果
を
上
げ
、
一
九
九
九
年
に
二
一
・
五
万
人
だ
っ
た
ボ
ル
ド
ー
の
人
口

は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
三
・
九
万
人
、
二
〇
一
四
年
に
は
二
四
・
七
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
人
々

が
ボ
ル
ド
ー
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

（
５
）
ガ
ロ
ン
ヌ
川
左
岸
の
再
開
発
と
「
水
の
鏡
」 

ト
ラ
ム
の
復
活
と
並
ん
で
、
ボ
ル
ド
ー
再
生
の
も
う
一
つ
の
要
と

な
っ
た
の
が
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
の
左
岸
、
旧
港
湾
区
域
の
再
開
発
で
あ

る
。
改
革
以
前
、
こ
の
区
域
の
ほ
と
ん
ど
は
鉄
柵
で
仕
切
ら
れ
、
域

内
に
は
廃
倉
庫
や
コ
ン
テ
ナ
、
駐
車
場
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。
し
か

も
そ
の
外
側
に
は
片
側
四
車
線
の
道
路
が
走
り
、
市
街
地
と
水
辺
は

完
全
に
分
断
さ
れ
て
い
た
（
図
９
）
。
も
と
も
と
港
湾
都
市
と
し
て
発

展
し
た
ボ
ル
ド
ー
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
住
民
に
と
っ
て
ガ
ロ
ン
ヌ

川
は
、
近
く
て
遠
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ボ
ル
ド
ー
を
再
び
水
辺
の
町
と
す
べ
く
、
市
は
一
九
九
七
年
、
こ

 

 

 

 

著作権保護のため非表示 

 

 

 

 
 

      図９ 1993 年のブルス広場前 

出所： 
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の
区
域
の
全
面
的
な
再
開
発
に
動
き
出
し
た
。
市
は
ま
ず
ア

ー
バ
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
な
ど
を
活
用
し
て
、

鉄
柵
の
撤
去
と
区
域
の
清
掃
を
行
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
九

年
に
Ｃ
Ｕ
Ｂ
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
、
ペ
イ
サ
ジ
ス
ト
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク

ト
）
の
ミ
シ
ェ
ル
・
コ
ラ
ジ
ュ
の
案
を
再
開
発
案
と
し
て
選

定
し
た
。 

コ
ラ
ジ
ュ
の
案
は
、
総
延
長
四
・
五
㌔
㍍
に
お
よ
ぶ
河
岸

区
域
を
、
自
転
車
も
通
行
で
き
る
遊
歩
道
と
緑
地
帯
か
ら
な

る
「
公
園
」
に
作
り
変
え
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
全
体
は

五
つ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
分
け
ら
れ
、
第
一
シ
ー
ク
エ
ン
ス

に
は
運
動
公
園
、
第
四
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
は
飲
食
店
街
、
第

五
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
は
旧
倉
庫
を
改
装
し
た
商
業
施
設
が
置

か
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
整
備
が
目
指
さ
れ

て
い
た
（
図
10
）
。
工
事
は
ト
ラ
ム
の
建
設
と
同
じ
二
〇
〇
〇

 

 

 

 

 

著作権保護のため非表示 

 

 

 

 

 
 

        図 10 Ｍ・コラジュの再開発案 

出所： 
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年
に
開
始
さ
れ
、
ト
ラ
ム
工
事
が
第
三
段
階
に
入
る
二
〇
〇
九
年
に
完
了
し
た
。
先
に
ト
ラ
ム
の
導
入
と
市

街
地
の
美
化
が
並
行
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
ボ
ル
ド
ー
の
再
生
に
大
き
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ

た
が
、
そ
の
鍵
の
一
つ
が
、
ガ
ロ
ン
ヌ
川
左
岸
の
再
開
発
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
要
し
た
経

費
は
一
億
二
八
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
う
ち
一
億
ユ
ー
ロ
を
Ｃ
Ｕ
Ｂ
と
ボ
ル
ド
ー
が
負
担
し
た
。 

コ
ラ
ジ
ュ
に
よ
る
整
備
の
中
で
最
も
大
き
な
注
目
を
集
め
た
の
が
、
ブ
ル
ス
広
場
前
（
第
二
シ
ー
ク
エ
ン

 

 

 

著作権保護のため非表示 

 

 

 

図 11 現在のブルス広場前 

出所： 
 

 

図 12 水の鏡（満水時） 

 

 

図 13 水の鏡（噴水時） 
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ス
）
に
つ
く
ら
れ
た
「
水
の
鏡
」（M

iro
ir d

'eau

）
で
あ
る
（
図
11
）
。「
水
の
鏡
」
は
、
面
積
三
四
五
〇
平
方

㍍
、
深
さ
二
㌢
㍍
の
長
方
形
の
水
盤
で
、
張
ら
れ
た
水
が
周
囲
の
建
物
な
ど
を
綺
麗
に
映
し
出
す
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
（
図
12
）
。
地
下
に
は
水
を
循
環
さ
せ
る
装
置
が
あ
り
、
お
よ
そ
三
〇
分
を
一
サ
イ

ク
ル
と
し
て
、
注
水
、
静
止
、
排
水
、
霧
状
の
噴
水
を
繰
り
返
す
（
図
13
）
。
単
に
眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
足

を
踏
み
入
れ
て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
、
市
民
と
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ス
広
場
は
歴
史
地
区
の
表
玄
関
で
、
ボ
ル
ド
ー
の
顔
と
も
い
え
る
場
所
で

あ
る
。
改
革
前
は
こ
の
あ
た
り
も
駐
車
場
と
化
し
て
い
た
が
（
図
９
）
、
ア
ー
バ
ン
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
Ⅱ
な
ど
を
通
じ
て
駐
車
場
の
撤
去
と
フ
ァ
サ
ー
ド
の
清
掃
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
ト
ラ
ム
（
Ｃ

線
）
が
開
通
し
て
い
た
（
こ
れ
に
伴
い
、
車
道
は
片
側
二
車
線
に
縮
小
さ
れ
た
）
。
コ
ラ
ジ
ュ
は
そ
の
向
か
い

の
河
岸
に
「
水
の
鏡
」
を
置
き
、
市
街
地
と
水
辺
を
繋
げ
る
こ
と
で
、
こ
こ
を
新
生
ボ
ル
ド
ー
を
象
徴
す
る

空
間
へ
と
つ
く
り
変
え
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
水
の
鏡
」
が
完
成
し
た
の
が
二
〇
〇
六
年
。
そ
し
て
翌
二
〇
〇
七
年
に
ボ
ル
ド
ー
は
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
歴
史
地
区
の
再
生
を
核
と
す
る
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
、
こ
こ
に
一
つ
の
節

目
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。 
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３ 

「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
か
ら
「
訪
れ
た
い
町
づ
く
り
」
へ 

 

一
九
九
五
年
に
ジ
ュ
ペ
が
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
ボ
ル
ド
ー
は
矢
継
ぎ
早
に
改
革
を
実
行
し
、
目
を
見

張
る
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
市
街
地
に
溢
れ
て
い
た
自
動
車
は
大
き
く
減
り
、
代
わ
っ
て
ト
ラ
ム
と
自
転
車

が
人
々
の
足
と
な
っ
た
。
街
は
清
潔
さ
と
水
辺
を
取
り
戻
し
、
住
民
が
市
内
に
回
帰
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は

も
は
や
、
か
つ
て
の
「
暗
い
街
」
の
面
影
は
な
か
っ
た
。 

世
界
遺
産
登
録
の
前
年
、
ボ
ル
ド
ー
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
に
よ
る
事
前
調
査
を

受
け
た
。
そ
の
報
告
書
に
は
、
遺
産
価
値
の
評
価
と
並
ん
で
、
遺
産
を
保
全
す
る
た
め
に
ボ
ル
ド
ー
が
行
っ

て
き
た
措
置
が
評
価
項
目
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ト
ラ
ム
の
導
入
に
よ
る
自
動
車
交
通
と
公

害
の
削
減
、
河
岸
の
整
備
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
フ
ァ
サ
ー
ド
の
修
復
な
ど
、
ボ
ル
ド
ー
が
進
め
て
き
た
改
革

そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
11

、
そ
の
成
果
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
二
〇
〇
七
年
、
ボ
ル
ド
ー
は
晴
れ
て
「
世
界
遺
産
都
市
」
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
こ
れ
を

機
に
ボ
ル
ド
ー
へ
の
注
目
度
は
一
気
に
高
ま
り
、
観
光
客
が
う
な
ぎ
上
り
に
増
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
市
内
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
、
商
店
、
飲
食
店
な
ど
が
続
々
と
つ
く
ら
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れ
た
。
そ
れ
は
世
界
遺
産
の
核
と
な
る
歴
史
地
区
周
辺
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
っ
た
。

そ
れ
を
支
え
た
の
が
、
ト
ラ
ム
の
延
伸
だ
っ
た
。 

だ
が
こ
う
し
た
事
態
は
一
方
で
、
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
に
あ
る
変
質
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ボ
ル
ド
ー
の
改
革
は
も
と
も
と
、
住
民
を
主
体
と
す
る
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

か
ら
出
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
観
光
客
の
急
激
な
増
加
は
、
改
革
の
重
心
を
否
応
な
く
「
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」
か
ら
「
訪
れ
た
い
町
づ
く
り
」
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
っ
た
。 

も
ち
ろ
ん
観
光
客
の
増
加
そ
れ
自
体
は
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
訪
れ
る
者
が
増
え
れ
ば
、
街
に

活
気
が
生
ま
れ
る
し
、
雇
用
も
増
え
る
。
新
た
な
出
会
い
が
あ
り
、
相
互
理
解
も
深
ま
る
。
ま
た
地
方
分
権

が
国
策
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
す
れ
ば
、
ボ
ル
ド
ー
の
発
展
は
き
わ
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。
市
長
の
ジ
ュ
ペ
も
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

だ
が
そ
れ
も
こ
れ
も
、
す
べ
て
は
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
。
都
市
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
許

容
範
囲
を
超
え
た
観
光
客
の
急
増
は
、
予
期
せ
ぬ
軋
轢
を
生
み
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
を
台
無

し
に
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
い
く
ら
「
訪
れ
た
い
町
」
に
な
っ
て
も
、
住
民
に
と
っ
て
「
住
み
に
く
い

町
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
元
も
子
も
な
い
の
で
あ
る
。 

冒
頭
で
紹
介
し
た
評
価
に
あ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
頃
ま
で
の
ボ
ル
ド
ー
で
は
、
ま
だ
こ
の
「
住
み
よ
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い
町
づ
く
り
」
と
「
訪
れ
た
い
町
づ
く
り
」
が
ど
う
に
か
均
衡
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
二
〇
一

七
年
に
現
地
を
再
訪
し
た
筆
者
の
目
に
は
、
す
で
に
ボ
ル
ド
ー
が
あ
る
種
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
決
し
て
筆
者
の
思
い
過
ご
し
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
現

在
、
ボ
ル
ド
ー
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
は
ト
ラ
ム
Ｄ
線
の
新
設
計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
住
民

か
ら
激
し
い
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
以
上
ト
ラ
ム
は
必
要
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
現
地

で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
か
つ
て
ボ
ル
ド
ー
は
住
民
一
人
当
た
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数
が
フ
ラ
ン
ス
国

内
で
最
も
多
い
町
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
地
元
の
住
民
で
さ
え
レ
ス

ト
ラ
ン
の
予
約
が
取
り
に
く
く
な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
華
麗
な
る
再
生
を
遂
げ
た
ボ
ル
ド
ー
で
、
何

か
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
次
稿
で
は
世
界
遺
産
登
録
後
の
ボ
ル
ド
ー
の
動
き
を
追
っ
て

み
た
い
。 
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注 

1 

特
に
断
り
が
な
い
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
統
計
はIN

S
E

E

の
も
の
を
用
い
る
。
本
段
落
の
内
容
は
、
二
〇
一
四
年
の
デ

ー
タ
に
基
づ
く
。 

2 
一
九
六
六
年
の
法
律
に
よ
り
、
ボ
ル
ド
ー
、
リ
ー
ル
、
リ
ヨ
ン
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
四
都
市
圏
に
「
大
都
市
共
同

体
」（C

o
m

m
u

n
au

té u
rb

ain
e

）
が
設
立
さ
れ
た
。
ボ
ル
ド
ー
大
都
市
共
同
体
（C

o
m

m
u

n
au

té u
rb

ain
e d

e B
o

rd
eau

x
 

=
 C

U
B

）
は
、
当
初
二
七
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
組
織
さ
れ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ャ
＝
シ
ュ
ル
＝
ジ
ャ
ル

が
加
わ
り
、
二
八
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
よ
る
共
同
体
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
、
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に
関
す
る
法
律

が
改
定
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
ボ
ル
ド
ー
大
都
市
共
同
体
は
、
よ
り
広
範
な
権
限
を
持
つ
ボ
ル
ド

ー
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。 

3 

ジ
ュ
ペ
は
、
外
相
（
一
九
九
三
～
九
五
年
）、
首
相
（
一
九
九
五
～
九
七
年
）
、
環
境
・
開
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
運
輸

相
（
二
〇
〇
七
年
）、
国
防
相
（
二
〇
一
〇
～
一
一
年
）
、
外
相
（
二
回
目
、
二
〇
一
一
～
一
二
年
）
を
歴
任
し
た
保

守
系
の
大
物
政
治
家
で
あ
る
。 

4  
In

stitu
t C

S
A

 (2
0

1
5

) 

参
照
。 

5 

歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
地
区
の
保
全
整
備
に
関
す
る
法
律
。
時
の
文
化
相
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
の
名
に
ち

な
み
、
通
称
「
マ
ル
ロ
ー
法
」
と
呼
ば
れ
る
。
わ
が
国
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
制
度
（
一
九
七
五
年
の
文

化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
規
定
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。 

6 

一
九
九
八
年
、
両
者
は
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
寺
院
（
一
四
～
一
六
世
紀
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と
と
も
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
テ
ィ
ア
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・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
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ラ
の
巡
礼
路
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の
一
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と
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ス
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の
世
界
文
化
遺
産
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登
録
さ
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一
八
三
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に
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ル
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を
訪
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ス
タ
ン
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当
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の
ボ
ル
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異
論
の
余
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随
一
の
美
し
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と
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賛
し
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い
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ス
タ
ン
ダ
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ル
、
一
一
頁
参
照
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8 

こ
の
図
を
見
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も
わ
か
る
よ
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に
、
歴
史
地
区
は
世
界
遺
産
の
登
録
区
域
に
比
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か
な
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限
定
的
で
あ
る
。
そ
の
た
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め
ボ
ル
ド
ー
で
は
現
在
、
歴
史
地
区
の
範
囲
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

9 

出
所
の
記
載
の
な
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写
真
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、
す
べ
て
筆
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二
〇
一
七
年
八
月
に
撮
影
し
た
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で
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る
。 

10 

混
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会
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第
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セ
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当
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が
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上
出
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比
率
の
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自
治
体
な
ど

の
公
共
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占
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

11 
ボ
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市
議
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Urban Renewal and Tourism Promotion: 

Case Study of Bordeaux, France (1) 

 

Bordeaux, known as the world capital of wine, has greatly 

changed since 1995, when Alain Juppé took office as the mayor. A 

lot of projects he presented, such as the installation of a tramway 

system, the redevelopment of the Garonne riverfront and so on, have 

made this city from a so-called “Sleeping Beauty” to one of the most 

popular tourist destinations in Europe. This study aims to analyze and 

evaluate the urban regeneration program of Bordeaux and Bordeaux 

Métropole, especially from the viewpoint of tourism promotion, and 

to find clues for building and maintaining good relationships 

between inhabitants and visitors or newcomers. In this first paper, I 

focus on the process of the renovation of the historical city centre 

1995-2009 and clarify the philosophy, methods and results of the 

projects. 
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